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一般
 質問

放水始め！（消防団出初め式）



　

新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に

は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
議
会
に
対
し
ま
し
て
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
安
倍
内

閣
の
大
幅
な
金
融
緩
和
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に

よ
る
円
安
と
株
価
上
昇
を
き
っ
か
け
に
、
デ
フ
レ
脱

却
・
景
気
回
復
の
兆
し
が
出
て
き
た
一
方
、
財
政
悪

たらぎ議会だより　第 92 号／２

議
長
挨
拶

　

身
近
な
議
会
を

　
　
　
　

め
ざ
し
て
！

化
や
４
月
か
ら
の
消
費
税
８
％
へ
の
増
税
に
よ
る
景
気

へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
交
で
は
、
隣
国
の
中
国
や
韓
国
と
の
関
係
修
復
な

ど
難
し
い
局
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
農
業
を
め

ぐ
る
情
勢
は
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

問
題
、
水
田
農
業
政
策
の
見
直
し
等
に
よ
り
大
き
く
変

化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
も
長
引
く
景

気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
、

ま
だ
ま
だ
明
る
い
兆
し
は
見
え
ず
、
不
安
や
閉
塞
感
が

広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
の
中
で
す
が
、
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
議
会
活
性

化
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、「
町
づ
く
り
へ
の
係
わ
り
」

や
「
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
」
ま
た
、
昨
年
８

月
に
開
局
さ
れ
ま
し
た
「
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
活
用
」

等
に
つ
い
て
検
討
し
、
地
方
分
権
へ
の
役
割
を
果
た
し
、

議
会
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
町
民
の
皆
様
か
ら
の
信
託
と

期
待
に
応
え
る
べ
く
、「
身
近
な
議
会
」
を
め
ざ
し
、
町
、

関
係
機
関
、
諸
団
体
の
皆
様
方
と
連
携
し
な
が
ら
、
本

町
発
展
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

ど
う
ぞ
町
民
の
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
あ
る
新
聞
の
社
説
に
目
が

留
ま
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
時
々
聞
く
「
多
事
争
論
」

と
い
う
言
葉
で
す
。
語
源
は
福
沢
諭
吉
が
「
文
明
論

之
概
略
」
で
述
べ
た
言
葉
だ
そ
う
で
す
。「
自
由
の
気

風
は
唯
多
事
争
論
の
間
に
在
り
て
存
す
る
も
の
と
知

る
可
し
」
意
味
は
、「
自
由
の
気
風
は
た
だ
多
事
争
論

の
中
か
ら
し
か
出
て
こ
な
い
。
必
ず
、
反
対
意
見
が

自
由
に
発
表
さ
れ
、
少
数
意
見
の
権
利
が
保
証
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
の
み
存
在
す
る
。
政
治
に
向
き
合
う
国

民
が
主
権
者
と
し
て
不
断
に
是
は
是
、
非
は
非
と
声

を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」
と
の
言
葉
に
「
初

心
」
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議 
長　

鍋　

田　

清　

高

　

平
成
25
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
の
９
日
間
開
催
さ
れ
、

条
例
等
７
件
、
各
会
計
補
正
予
算
５
件
、
委
員
長
報
告
６
件
、
追
加
日
程
で
発
議

５
件
が
提
案
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
７
名
が
登
壇
し
、
町
長
・
教
育
長
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

 校へ!!
  予算化!



 校へ!!
  予算化!

たらぎ議会だより　第 92 号／３

補
正
予
算 議論・異論のなか槻木小学校再開

●備品購入費や修繕・清掃委託料など

一般会計補正予算は、9,704万円減額し
総額65億6,699万円とする。　　

〈歳出の主なもの〉

平成25年度
補正予算

一般会計補正予算の反対討論　　　　　　　  吉瀬　浩一郎　議員
　３，２０２千円の槻木小学校再開校の予算に関しては事前説明が不充分。あまりに唐突な予算の

計上は住民の様々な疑念に対して答えていない。一人のために槻木小学校を再開校し多額の税金

を投入する根拠と大義名分が希薄である。そもそも支援員の仕事は区長や民生委員の方々の仕事と

どう違うのか納得できる説明すら明確でない。槻木地区に突然現出する１千万円の支援員住宅、約

３８万円という高額な月額報酬に支えられる支援員制度、数値目標、費用対効果いずれからも限り

なく遠い不条理を内包しつつ、合意形成のないまま正面突破しようとする町長の姿勢に深い疑問を

持たざるをえない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（採決結果　賛成 12・反対１）

☆集出荷貯蔵施設整備事業補助・・・▲１億４１１万円
　（上球磨JA選果場の入札残によるもの）

☆農林商工担い手対策補助
　（30万円×５人分）・・・１５０万円

☆槻木小学校備品購入費及び清掃委託料  ・・・３２０万円

☆えびすの湯配管等修繕料・・・３００万円
　（配管水漏れによるもの）

☆地方バス路線維持補助費・・・１０２万円
　　　　　　　　　（産交バス運営補助）

　　　　　　　　　　☆住宅建設費
　　　　　　　　　　　（旧高校職員住宅解体及び建築設計業務委託料）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・２１４万円

陥没した配管修繕箇所

槻木小学校

県から購入した旧職員住宅



たらぎ議会だより　第 92 号／４

陳
情
・
要
望

件名および要旨 提出者住所氏名 付託委員会 結果 意見書

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
改善・大幅増員を求める陳情書

熊本県医療労働組合連合会
執行委員長
田中　直光

厚生文教 採択 有り
発議第９号

介護保険制度の充実を求める陳情書
熊本県社会保障推進協議会

会長
鳥飼香代子

厚生文教 採択 有り
発議第 10 号

国民健康保険財政への国庫負担割合を
増やすことを求める陳情書

熊本県社会保障推進協議会
会長

鳥飼香代子
厚生文教 採択 有り

発議第 11 号

小学校就学前までの子どもを対象とし
た国の医療費制度を早期に創設するこ
とを求める陳情書

新日本婦人の会熊本県本部
会長

畠田ミツ子
厚生文教 採択 有り

発議第 12 号

国民健康保険療養費国庫負担金の調整
（減額）廃止を求める陳情書

新日本婦人の会熊本県本部
会長

畠田ミツ子
厚生文教 採択 有り

発議第 13 号

県道及び町道の拡幅改良（２車線）に
関する要望書

久米地区区長会会長
豊永　一義

他久米地区区長 11 名
経済建設 採択 無し

【みなさんからの陳情・要望】

〈特別会計補正〉
◎国民健康保険・・・2,263万円　◎介護保険・・・4,614万円

◎下水道事業・・・2,148万円　　◎後期高齢者医療・・・▲53万円
（採決結果：全会一致）



たらぎ議会だより　第 92 号／５

委
員
会
報
告

認識の共有化を図るために・・。ー合同研修会ー

　議会と執行部は「えびすの湯の熱源研究」と「通年議会の試行」の認識共有化を目的として、間
伐材を木質バイオマス発電燃料としている日田市の「グリーン発電大分」と通年議会の先進地福岡
県川崎町の研修を行なった。
　えびすの湯の燃料供給源として町より議会に対しての研究・検討を要請されていることを受けて
今回の日田発電所では、木質バイオマスを活用し新エネルギー電気を供給し、循環流動床ボイラー
により木質チップの持つエネルギーをより高い燃焼効率で引き出し、無駄なく活用し、時間当たり

５７００kw/H を発電、そのうち５０００kw/H を売電する。
　売電額は年間約１０億円を見込んで、総事業費は約２１億
円であり、燃料の未利用材は、日田玖珠地域の林業関係者ら
でつくる日田木質資源協議会（１８社）などと連携し、半径
５０キロ圏内から調達する。年間約６万トンのチップを使用
する計画で、購入費は５億～６億円という。また、22 名の
雇用の創出がはかられていた。

　川崎町では平成 20 年より「議会改革特別委員会」において審議を重ね町執行部との条例案につ
いての意見交換が行なわれ、22 年の 6 月議会において可決されていた。
　インターネツトによる議会中継・住民アンケート・夜間議会・住民懇談会等が行なわれていた。
　これまで議会は「議会活性化特別委員会」において「通年議会」
について研究活動を行なってきたが、執行部との「意識の共有
化」を図るための研修の目的であったが、我々の想像する様な
混乱は無かったように感じた。
　そしてまた、より町民の皆様に対し「開かれた議会」「町民参
加型の議会」「存在感と信頼される議会」を目指しさらなる議会
改革に取り組むことを決意する研修となった。

　文責　林田

　議会活性化特別委員会は現在「倫理条例部会」・「通年議会部会」の二つの作業部会で専門的な調
査研究活動を開始した。
　倫理部会は「町の政治倫理条例」はあるものの「独自に議員の倫理条例」をつくり自らを律して
行くべきとの判断から現在素案を委員会に提出し検討している。
　通年部会はその「通年議会」のメリツト・デメリットの検証とまた、その制定に伴い裏付けとな
る「議会基本条例」を位置づけ制定すべきとの結論に達し素案を作成した。その中で執行部との
係わりあいが多数あるために両者で
の研修をも同時にすべきとの判断か
ら今回福岡の川崎町での共同研修と
なった。
　両部会とも２６年度の３月議会の
条例制定に向けその素案を充分に協
議し通年議会はその試行期間として
２６年６月議会より実施する予定で
ある。また、議会改革の一環として、
本１２月議会より新たな取り組みと
して一般質問を「一問一答」とし、
町民の皆様に、より「わかりやすい
議会」を目指している。

議会活性化特別
委員会
いよいよ実現化に向けて二つの部会を創設 



たらぎ議会だより　第 92 号／６

一
般
質
問７議員が町政を問う

１　皆越　秋廣　議員（６ページ）

　① 公立多良木病院について

　② 農業の振興について

　③ 農林業の振興について

　④ 介護保険について

　⑤ 無形民族文化財の振興について

２　魚住　憲一　議員 ( ６ページ )

　① えびすの湯について

　② 行政座談会について

　③ 農林商工祭について

３　林田　俊策　議員 ( ８ページ )

　① 光ブロードバンド整備の今後について

　② 24年度へ前倒しした予算と25年度予算の進捗状況は

　③ 本町の少子化対策について

　④ 槻木小学校の再開校について

４　吉瀬浩一郎　議員 ( ８ページ )

　① 老人福祉センターについて

　② 槻木小学校の再開校について

　③ 球磨郡公立多良木病院について

５　源嶋たまみ議員 ( ９ページ )

　① 農業振興について

　② 教育振興について

　③ 町長の研修について

６　村山　　昇　議員 ( ９ページ )

　① 介護保険サービス利用について

　② 次世代育成支援対策について

　③ 歯科保健について

７　久保田　悦子　議員 (10 ページ )

　① 公共事業の請負について

 　② TPPについて

　③ 「えびすの湯」について

　④ 公立多良木病院問題について

　⑤ 槻木の取り組みについて

　⑥ 農林商工祭について

　⑦ 川辺川利水問題について

７議員が町政を問う
［ 全 ての 質 問 事 項 ］

皆
越
秋
廣
議
員

Ａ Ｑ

魚
住
憲
一
議
員

Ａ Ｑ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
計
画
は

事
業
申
請
を
目
標
と
し
て

公
立
多
良
木
病
院
の

　
　
　
　
　
医
師
不
足
の
対
策
は

医
師
招
へ
い
に
向
け
全
力
で

質
問　

町
は
平
成
18
年
度

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
、
平
成
22
年
度

は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

事
業
化
調
査
を
行
っ
て
い

る
。

　

し
か
し
目
に
見
え
る
よ

う
な
こ
と
は
出
来
て
い
な

い
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
今
後
の
計
画
は
、
町

独
自
で
取
り
組
む
の
か
。

　

そ
れ
と
も
本
体
設
備
を

外
注
す
る
考
え
は
あ
る
の

か
。

質
問　

平
成
16
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
新
臨
床
研
修
医

制
度
の
影
響
な
ど
に
よ
り

大
学
か
ら
の
医
師
の
派
遣

が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

医
療
資
源
は
、
都
市
部
に

集
中
し
て
お
り
山
間
、
離

島
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
へ

き
地
で
は
、
日
常
の
医
療

を
担
う
医
師
に
も
恵
ま
れ

な
い
地
域
が
多
数
点
在
す

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考

え
を
う
か
が
い
た
い
。

町
長　

私
た
ち
開
設
協
議

会
の
正
副
会
長
と
し
て
は
、



たらぎ議会だより　第 92 号／７

一
般
質
問

松
本
企
画
観
光
課
長

　

町
に
お
い
て
は
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
し
て
い
る
。

　

チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
利

用
し
た
場
合
、
最
も
、
え

び
す
の
湯
の
熱
源
と
し
て

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
研
修
な
ど
を
し
た
が
、

機
種
の
選
定
が
出
来
て
い

な
い
。

　

基
本
的
に
は
町
単
独
で

の
導
入
を
考
え
て
い
る
が
、

県
、
経
済
産
業
省
の
補
助

事
業
が
あ
り
一
番
早
く
取

り
込
め
る
と
思
っ
て
い
る
。

26
年
度
の
事
業
申
請
を
目

標
と
し
て
、
議
会
と
協
議

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
う
。

町
長　

町
全
体
と
し
て
は

林
業
活
性
化
、
雇
用
の
確

保
な
ど
で
、
プ
ラ
ス
に
な

る
と
思
い
、
目
途
を
早
く

つ
け
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

Ａ Ｑ
農
林
商
工
祭
の
今
後
は

今
回
以
上
に
内
容
を
充
実

質
問　

第
１
回
農
林
商
工

祭
に
つ
い
て
、
問
題
点
、

反
省
点
な
ど
が
上
げ
ら
れ

た
と
思
う
が
、
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

松
本
企
画
観
光
課
長

　

第
１
回
と
い
う
こ
と
で
、

内
容
の
決
定
に
時
間
を
要

し
、
周
知
不
足
と
い
う
こ

と
が
上
げ
ら
れ
、
祭
り
の

開
催
日
時
を
３
月
末
に
、

仮
の
決
定
を
し
、
正
式
に

農
林
商
工
連
絡
協
議
会
で

決
定
さ
れ
た
の
が
５
月
２

日
で
し
た
。

　

実
際
に
は
そ
れ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
に
な
り
、
日
程

的
に
無
理
が
生
じ
た
部
分

が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
の
イ

ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
も
、

工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

　

集
客
が
多
く
、
駐
車
場

の
確
保
な
ど
が
反
省
点
で

は
あ
る
が
、
総
括
と
し
て

祭
り
は
成
功
し
た
と
考
え

て
い
る
。

　

来
年
以
降
も
実
施
す
る

こ
と
で
あ
れ
ば
、
実
行
委

員
会
体
制
を
今
以
上
に
充

実
さ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
の
内

容
、
予
算
の
配
分
な
ど

は
、
実
行
委
員
会
の
中
で

協
議
し
た
ほ
う
が
一
番
良

い
、
や
り
方
だ
と
考
え
て

い
る
。

病
院
か
ら
の
報
告
を
受
け
、

医
師
招
へ
い
に
色
々
手
を

尽
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

国
の
政
策
の
転
換
に
よ
り
、

大
学
か
ら
の
医
師
の
派
遣

と
い
う
の
が
大
学
自
体
も

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
お

質
問　

コ
メ
の
価
格
維
持

の
た
め
に
、
生
産
量
を
し

ぼ
る
生
産
調
整
（
減
反
）

が
５
年
後
を
め
ど
に
廃
止

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

減
反
廃
止
後
は
、
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
議
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
交
渉
の
妥
結
を
に
ら

み
、
安
価
な
海
外
の
農
産

物
に
対
抗
で
き
る
農
家
を

増
や
す
狙
い
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
が
、
約
50
年
ぶ
り

の
コ
メ
農
政
が
大
転
換
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
、
農
家
に
対
し
て

ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い

か
れ
る
の
か
。

仲
川
農
林
課
長　

今
回
の

転
換
に
つ
き
ま
し
て
は
、

非
常
に
重
要
な
コ
メ
政
策

の
転
換
で
あ
り
、
農
家
が

安
定
し
て
こ
の
助
成
メ

リ
ッ
ト
を
受
け
ら
れ
る
生

産
体
制
の
確
立
が
も
と
め

ら
れ
る
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
農
林
水
産
省
の
改
革
方

向
案
と
し
て
の
情
報
し
か

な
い
。

Ａ Ｑ
減
反
廃
止
後
は

Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て

　
　
農
家
収
入
の
安
定
化
を
図
る

り
、
医
師
招
へ
い
に
よ
り
、

私
た
ち
４
町
村
長
は
、
24

時
間
救
急
体
制
を
守
る
と

い
う
の
が
ま
ず
第
一
番
の

重
点
課
題
だ
と
思
う
。

　

医
師
招
へ
い
に
向
け
て

ど
う
い
う
形
で
運
営
し
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
も
早

急
に
取
り
組
ま
な
い
と
い

け
な
い
。

　

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
詳
細
な
国
県
の

指
導
が
あ
る
と
思
う
。
そ

の
後
、
営
農
座
談
会
を
開

催
し
、
詳
し
い
情
報
提
供
、

今
後
の
営
農
方
針
に
つ
い

て
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

どうなる減反廃止
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一
般
質
問

光
を
「
宝
の
持
ち
腐
れ
」
に

　
　
　
　
　
　
し
な
い
た
め
に
は

防
災
無
線
の
代
わ
り
に

　
　
　
　
接
続
率
を
上
げ
て
い
く

Ａ Ｑ
質
問　

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
事
業
に
は
高
額
の
予
算

が
投
入
さ
れ
て
い
る
が
接

続
率
を
上
げ
て
そ
の
便
利

さ
を
町
民
に
理
解
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。「
宝

の
持
ち
腐
れ
」
に
な
ら
な

い
た
め
今
後
の
問
題
点
や

活
用
方
法
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

老
朽
化
し
て
い
る

防
災
無
線
の
代
わ
り
と
し

て
整
備
し
て
い
く
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
連
絡
の

ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
が
、

各
家
庭
に
端
末
機
器
を
設

置
す
る
と
通
信
回
線
費
が

要
る
。
防
災
無
線
も
、
こ

れ
ま
で
経
費
は
使
っ
て
い

る
の
で
、
そ
れ
と
比
べ
そ

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
良
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
こ

ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

く
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

　

利
点
と
言
え
ば
防
災
無

線
は
定
時
放
送
を
し
て
い

る
が
そ
の
時
間
帯
に
聞
き

逃
し
て
も
大
丈
夫
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

松
崎
総
務
課
長　

接
続
率

が
26
・
４
㌫
で
加
入
率
を

ど
の
よ
う
に
し
て
上
げ
て

い
く
か
が
最
大
の
問
題
と

考
え
て
い
る
。
国
も
今
後

高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
に

つ
い
て
の
補
助
事
業
等
を

す
る
可
能
性
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
そ
の
補

助
に
よ
り
加
入
率
を
上
げ

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

久
保
田
副
町
長　

町
独
自

の
開
局
に
つ
い
て
は
、
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
、「
光

ボ
ッ
ク
ス
」
の
接
続
が
必

要
で
あ
る
。

　

そ
の
費
用
を
各
家
庭
で

負
担
し
て
い
く
の
か
と
い

う
問
題
も
今
後
の
課
題
で

あ
り
、
早
い
時
期
に
業
者

と
交
渉
し
な
が
ら
整
備
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

槻
木
小
学
校
の
再
開
校
の

　
　
　
　
　
考
え
と
補
正
予
算
は

本
校
で
開
校
し
補
正
で
320
万
円

Ａ Ｑ

林
田
俊
策
議
員

質
問　

再
開
校
は
法
律
に

よ
り
、
教
育
委
員
会
の
専

権
事
項
で
、
議
会
は
何
も

言
え
な
い
が
、町
長
は「
再

開
校
は
目
的
で
は
な
く
手

段
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て

い
る
の
で
「
分
校
と
い
う

考
え
や
久
米
小
学
校
へ
の

入
学
」
と
言
う
考
え
は
無

か
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯

と
予
算
内
容
措
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

椎
葉
教
育
長　

８
月
28
日

の
委
員
会
に
お
い
て
県
へ

の
申
請
手
続
き
の
承
認
を

経
て
９
月
５
日
と
10
月
５

日
に
支
援
委
員
の
家
族
と

の
懇
談
の
際
に
「
槻
木
の

学
校
に
出
し
た
い
」
と
の

意
向
を
受
け
、
後
９
月
30

日
に
子
ど
も
の
住
所
を
移

し
10
月
１
日
に
県
へ
の
手

続
き
に
至
り
、
休
校
の
際
、

校
長
が
久
米
と
兼
務
だ
っ

た
の
で
そ
う
で
あ
れ
ば
、

分
校
の
方
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
委
員
会
内

で
の
話
は
あ
っ
た
が
、
再

開
校
は
本
校
で
休
校
と
し

た
の
で
本
校
と
い
う
の
が

原
則
で
あ
る
の
で
、
10
月

11
日
に
正
式
に
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
予
算
の
問
題

は
11
月
６
日
に
町
部
局
に

予
算
措
置
を
お
願
い
し
19

日
に
現
地
調
査
、
26
日
に

320
万
円
の
補
正
査
定
を
受

け
た
。

宮
本
教
育
課
長　

20
日
の

定
例
の
委
員
会
に
お
い
て

は
ま
だ
予
算
確
定
が
出
来

て
い
な
か
っ
た
の
で
事
後

報
告
で
次
回
の
報
告
と
し

た
。

椎
葉
教
育
長　

予
算
は
委

員
長
に
は
報
告
し
た
が
、

「
教
育
委
員
会
に
諮
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」

認
識
が
薄
か
っ
た
し
報
告

が
遅
れ
た
。

　

手
続
き
上
の
問
題
が

あ
っ
た
の
は
申
し
訳
な
く

思
う
。
不
手
際
を
ど
う
修

正
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
し
、
正
直
い
っ
て
、

予
算
の
措
置
に
頭
が
回
ら

な
か
っ
た
。

期待される「光 BOX 装置」



危
険
個
所
の
改
修
は

住
民
・
議
会
の
理
解
が
必
要

Ａ Ｑ

一
般
質
問

質
問　

奥
野
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
賃
貸

借
契
約
の
概
要
、
建
物
の

改
修
は
何
処
が
行
う
の

か
。「
急
傾
斜
の
ス
ロ
ー

プ
、
狭
い
通
路
と
ト
イ
レ
、

転
落
な
ど
危
険
防
止
の
手

す
り
が
不
備
、
風
呂
の
ド

ア
が
引
き
戸
で
な
く
重

い
」
な
ど
介
護
保
険
対
応

の
施
設
と
し
て
は
危
険
個

所
が
多
い
。

　

多
額
の
改
修
で
は
な
い

の
で
事
故
等
発
生
前
に
施

設
の
所
有
者
で
あ
る
町
が

改
修
す
べ
き
で
は
。

平
川
町
民
福
祉
課
長

　

町
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
へ
土
地
建
物
と
も
に
無

償
貸
与
。
改
修
は
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
。

本
当
に
再
開
校
す
る
つ
も
り
か

４
月
か
ら
本
校
と
す
る

Ａ Ｑ
質
問　

槻
木
小
学
校
再
開

校
に
関
し
て
は
、
毎
回
事

後
説
明
。
議
会
に
対
す
る

詳
細
の
説
明
が
な
い
ま
ま
、

12
月
議
会
に
唐
突
に

320
万

円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

一
人
、
１
ク
ラ
ス
で
「
本

校
」
と
し
て
再
開
校
す
る

と
い
う
の
は
本
当
か
。
そ

の
場
合
、
何
名
の
職
員
を

要
し
開
校
時
に
必
要
な
予

算
額
は
。

椎
葉
教
育
長　

再
開
校
に

関
し
て
教
育
委
員
会
で
は

異
論
は
無
か
っ
た
。
児
童

の
保
護
者
で
あ
る
集
落
支

援
員
の
強
い
希
望
が
あ
っ

た
た
め
「
本
校
」
と
し
た
。

宮
本
教
育
振
興
課
長

　

本
校
の
場
合
、
校
長
、

病
院
問
題
に
本
気
で

　
　
　
　
　
対
処
し
て
い
る
の
か

こ
れ
か
ら
は
実
績
を
あ
げ
る

Ａ Ｑ
質
問　

平
成
24
年
度
病

院
事
業
決
算
額
は
３
，

３
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
た
。
特
に
内
科
医
の

減
少
は
深
刻
。
病
院
に
は

約
430
名
が
勤
務
し
て
い
る
。

　

こ
の
雇
用
を
守
る
た
め

の
方
策
は
。
こ
の
ま
ま
で

は
１
月
か
ら
の
24
時
間
救

急
体
制
が
続
け
ら
れ
な
い
。

　

医
師
は
減
少
し
、
新
た

な
医
師
の
確
保
は
困
難
を

極
め
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
態
は
い
っ
こ
う

に
進
展
し
な
い
。
特
に
町

長
に
自
覚
し
て
頂
き
た
い

の
は
多
良
木
町
に
あ
る
病

院
を
自
ら
の
身
を
挺
し
て

職
員
の
雇
用
と
併
せ
守
っ

て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と

だ
。

担
当
教
諭
、
事
務
用
務
担

当
の
最
低
３
人
は
必
要
。

開
校
に
要
す
る
予
算
は
約

800
万
円
。

町
長　

医
師
の
減
少
が
続

い
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は

医
師
の
招
へ
い
を
最
優
先

に
取
り
組
む
。

　

救
急
体
制
が
出
来
な
け

れ
ば
、
そ
の
間
は
人
吉
総

合
病
院
搬
送
や
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
で
対
応
し
た
い
。

　

４
町
村
長
も
医
療
と
雇

用
を
守
る
と
い
う
点
で
一

致
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
気
持
ち
だ

け
で
は
な
く
実
績
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
長　

も
と
も
と
健
常
者

が
使
用
す
る
施
設
で
ス

タ
ー
ト
、
現
在
は
最
初
の

目
的
と
は
違
う
使
用
形
態

と
な
っ
て
い
る
。
屋
根

の
葺
き
替
え
が

200
万
円
で
、

大
改
修
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
難
し
い
。

　

私
が
会
長
な
の
で
、
大

改
修
の
と
き
は
、
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
予
算

たらぎ議会だより　第 92 号／９

吉
瀬
浩
一
郎
議
員

措
置
し
た
い
。

築40年 老朽化した奥野のディサービスセンター槻木小１人１クラスで再開校

空席が目立つ待合室



たらぎ議会だより　第 92 号／ 10

一
般
質
問

農
業
機
械
導
入
等
の
推
進
は

導
入
支
援
事
業
等
で
対
応

Ａ Ｑ
質
問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
見
据
え

て
の
戸
別
補
償
制
度
の
見

直
し
案
の
決
定
を
受
け
、

飼
料
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
サ
イ

レ
ー
ジ
化
は
ロ
ー
ル
状
に

し
た
穂
や
茎
葉
を
フ
イ
ル

ム
で
包
み
発
酵
さ
せ
る
方

法
）
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
が
、
畜
産
農
家
に
も
後

継
者
が
少
な
く
、
男
手
ひ

と
つ
で
の
作
業
が
現
状
で

あ
る
。

　

作
業
効
率
を
考
え
て
の

Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
受
託
と
な
る
の

で
、
こ
れ
以
上
は
で
き
な

い
と
面
積
を
制
限
さ
れ
て

い
る
。

　

町
が
機
械
を
導
入
保
有

し
、
畜
産
農
家
に
貸
し
出

し
が
出
来
る
の
か
。

仲
川
農
林
課
長　

行
政
が

直
営
で
機
械
を
導
入
し
貸

出
し
た
り
生
産
活
動
を
す

る
こ
と
は
現
在
考
え
て
い

な
い
。

　

25
年
度
か
ら
町
単
独
で

農
業
機
械
導
入
支
援
事
業

も
行
っ
て
お
り
、
利
用
可

能
。

　

国
の
施
策
に
も
「
攻
め

の
農
業
実
践
緊
急
対
策
」

が
あ
る
の
で
、
そ
の
中
に

機
械
導
入
の
項
目
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

教
育
振
興
の
補
助
と
減
免
は

各
項
と
も
真
摯
に
対
応
し
た
い

Ａ Ｑ
質
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各
種
大
会
等
出
場

補
助
金
交
付
要
綱
に
つ
い

て
多
良
木
中
学
校
、
多
良

木
高
校
と
子
供
達
が
頑

張
っ
て
い
る
。

　

ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
購
入
す

る
に
あ
た
っ
て
の
補
助
の

割
合
が
違
う
と
聞
い
た
が
、

ど
う
い
う
基
準
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
各
種
大
会
に
出

場
す
る
選
手
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
使
用
に
関
し
、
管
理

者
へ
の
免
除
の
申
請
を
す

る
よ
う
な
配
慮
の
考
え
は

な
い
の
か
。
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
補
助
金
交
付
要
綱

の
保
育
料
減
免
対
象
の
年

齢
の
変
更
に
つ
い
て
そ
の

後
の
経
過
と
来
年
度
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

遠
方
か
ら
通
う
小
学
生
に

対
し
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
用
の
考
え
は
な
い
の
か
。

宮
本
教
育
振
興
課
長

　

中
学
校
に
は
年
額
50
万

円
の
一
括
補
助
を
し
て
い

る
。
そ
れ
を
学
校
で
18
の

部
に
振
り
分
け
て
、
使
途

に
つ
い
て
は
各
部
で
話
し

合
い
を
し
、
決
め
て
い
る
。

　

各
部
で
購
入
す
る
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
額
が

違
う
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
ち
な
み
に
小
学
校
に

は
学
校
ご
と
に
年
額
３
万

円
の
補
助
を
し
て
い
る
。

　

各
種
大
会
等
出
場
補
助

金
交
付
要
綱
で
は
、
選
手

出
場
に
関
し
て
２
分
の
１

の
補
助
、
保
護
者
１
名
に

限
り
３
分
の
１
の
補
助
と

な
る
。
多
良
木
高
校
に
つ

い
て
は
、
今
回
は
じ
め
て

町
か
ら
「
特
別
枠
で
２
分

の
１
程
度
」
と
い
う
こ
と

で
補
助
を
し
て
い
る
。

　

町
を
代
表
す
る
選
手
が
、

郡
体
、
県
体
、
郡
一
周
駅

伝
な
ど
各
種
大
会
へ
出
場

す
る
場
合
は
、
大
会
の

２
ヶ
月
前
か
ら
施
設
使
用

に
関
し
て
は
減
免
で
対
応

し
て
い
る
。
通
年
の
使
用

に
関
し
て
は
申
出
が
あ
れ

ば
検
討
す
る
。

　

就
園
補
助
を
行
っ
て
い

る
の
は
５
町
村
で
あ
っ
た
。

26
年
度
の
予
算
要
求
を
検

討
し
て
い
る
。

椎
葉
教
育
長　

ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
つ
い
て
は
町
の
各

小
学
校
全
体
を
み
て
検
討

し
た
い
。
今
の
と
こ
ろ
ス

ク
ー
ル
バ
ス
に
関
し
て
の

要
望
は
い
た
だ
い
て
い
な

い
。

源
嶋
た
ま
み
議
員

畜産農家が利用する高額農業機械

ジュニアオリンピック、走り幅跳び
する、竹下佳汰君
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質
問　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
つ
い
て
、
扶
養

者
が
い
な
い
人
や
、
日
常

生
活
等
に
支
障
を
生
じ
て

い
る
方
々
が
利
用
さ
れ
る

介
護
施
設
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
希
望

し
な
が
ら
施
設
等
が
少
な

い
た
め
、
入
所
で
き
な
い

待
機
者
が
83
名
（
町
内
在

住
者
・
熊
本
県
調
べ
・
Ｈ

25
・
10
・
31
現
在
）
お
ら

れ
る
。
長
年
、
町
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
方
ば
か
り

と
思
う
。
家
族
に
よ
る
介

護
も
限
界
に
き
て
い
る
状

況
か
ら
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
定
員
増
等
が

必
要
で
は
。

前
田
健
康
保
険
課
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
要
介
護
１
以
上
の
方

が
対
象
と
い
う
こ
と
で
、

常
時
、
介
護
等
の
必
要
が

比
較
的
重
い
方
が
入
所
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

　

管
内
の
状
況
と
し
て
は
、

本
町
の
施
設（
あ
ず
み
野
）

が
定
員
60
名
、
人
吉
球
磨

広
域
行
政
組
合
運
営
の
施

設
（
湯
前
町
・
福
寿
荘
）

が
定
員
90
名
、
そ
の
他
９

施
設
「
社
会
福
祉
法
人
」

運
営
の
施
設
が
あ
る
。

町
長　

確
か
に
、
現
在
待

機
者
が
い
る
が
、
私
も
、

在
宅
介
護
し
て
い
く
こ
と

が
一
番
良
い
と
思
う
。
そ

う
い
う
意
識
づ
け
と
周
知

を
し
な
が
ら
も
、
一
方
で

は
介
護
施
設
を
利
用
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
事
情
も

わ
か
っ
て
い
る
。
介
護
保

険
料
と
の
関
係
や
入
所
費

用
等
を
考
え
な
が
ら
、
厳

し
い
問
題
だ
と
思
う
が
、

待
機
者
が
ゼ
ロ
に
な
る
よ

う
に
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。

老
人
ホ
ー
ム
等
入
所
待
機
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
は

ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
努
力
す
る

Ａ Ｑ

精
神
保
健
福
祉
士
正
規
職
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
用
は

前
向
き
に
検
討

Ａ Ｑ
質
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次
世
代
育
成
支
援

対
策
に
つ
い
て
、
現
在
子

育
て
支
援
の
中
で
、
い
ろ

い
ろ
相
談
さ
れ
る
方
、
ま

た
、
支
援
を
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
子
ど
も
達
が
い

る
と
思
う
が
、
相
談
の

ケ
ー
ス
で
重
度
な
ケ
ー
ス

等
が
あ
る
場
合
、
福
祉
の

国
家
資
格
の
中
で
精
神
保

健
福
祉
士
資
格
者
の
正
規

職
員
が
必
要
で
は
。

西　

子
ど
も
対
策
課
長

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
21

年
度
よ
り
、
子
育
て
家
庭

支
援
ス
タ
ッ
フ
訪
問
事
業

で
、
育
児
に
悩
み
の
あ
る

親
の
話
を
聞
い
た
り
、
育

児
期
の
孤
立
感
や
育
児
不

安
の
解
消
を
図
る
支
援
で

あ
る
。

　

ま
た
、ネ
グ
レ
ク
ト（
育

児
放
棄
）
な
ど
で
、
望
ま

し
い
生
活
が
で
き
な
い
子

ど
も
の
い
る
家
庭
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

対
象
児
童
の
生
活
支
援

改
善
を
図
る
目
的
で
、
現

在
14
件
あ
り
、
熊
本
よ
り

精
神
保
健
福
祉
士
の
方
が
、

月
６
回
来
町
し
、
相
談
を

受
け
て
い
る
。

村
山　

昇
議
員

町内の特別養護老人ホーム
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町
長　

今
、
学
校
等
で
、

い
じ
め
、
特
別
支
援
、
精

神
的
な
も
の
も
以
前
か
ら

す
る
と
社
会
情
勢
も
含
め

て
出
て
き
て
い
る
と
思
う
。

　

専
門
的
な
こ
と
を
学
ん

だ
人
に
、
現
在
い
る
特
別

支
援
担
当
者
に
講
習
等
を

す
る
と
共
に
、
採
用
に
つ

い
て
は
、
今
後
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

入
札
の
「
事
前
」
公
表
は

　
　
　
　
　
　
　
　
出
来
な
い
か

「
事
後
」
公
表
で
い
き
た
い

Ａ Ｑ
質
問　

公
共
事
業
の
入
札

の
事
前
公
表
は
、
県
内

32
自
治
体
で
行
わ
れ
て
お

り
、
本
町
は
事
前
事
後
の

併
用
団
体
と
な
っ
て
い
る

が
現
在
、
事
前
の
公
表
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

町
内
の
業
者
の
方
か
ら

は
事
前
の
公
表
を
望
む
声

が
出
て
い
る
。

　

事
前
の
公
表
は
公
共
事

業
の
透
明
性
、
公
平
性
を

得
る
た
め
に
導
入
さ
れ

た
。

　

そ
こ
で
指
名
競
争
入
札

の
平
均
落
札
率
は
い
く
ら

か
、
ま
た
も
う
一
度
、
事

前
の
公
表
は
出
来
な
い

か
。

久
保
環
境
整
備
課
長

　

平
成
24
年
度
分
の
平

均
落
札
率
に
つ
い
て
は
、

98
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

町
長　

平
成
18
年
度
ま
で

は
、
事
前
公
表
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
入
札
の
透
明
性

を
確
保
し
な
が
ら
競
争
性

を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で

実
施
し
て
い
た
。

　

落
札
率
の
低
下
や
落
札

価
格
の
妥
当
性
、
設
計
価

格
と
見
積
も
り
価
格
の
比

較
分
析
が
出
来
る
と
思
い

実
施
し
て
い
た
が
、
思
う

以
上
に
結
果
が
出
ず
、
以

降
は
事
後
公
表
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
町
は
最
低
制

限
価
格
を
設
け
て
い
る
の

で
、
そ
の
間
で
は
業
者
間

の
技
術
力
や
企
業
努
力
に

よ
っ
て
応
札
さ
れ
る
の

で
、
私
は
問
題
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

国
か
ら
も
「
事
前
公
表

で
様
々
な
弊
害
が
生
じ
た

場
合
は
、
事
後
公
表
を
し

な
さ
い
」
と
通
達
が
来
て

い
る
の
で
、
今
後
も
、
事

質
問　

公
立
多
良
木
病
院

の
医
師
不
足
が
深
刻
化
す

る
な
か
で
、
病
院
の
指
定

管
理
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
。
院
長
が
退
職
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
ま
た
開
設

者
協
議
会
の
会
長
（
湯
前

町
長
）
も
辞
め
ら
れ
た
状

況
の
な
か
、
今
後
、
公
立

病
院
の
医
師
対
策
は
ど
の

公
立
病
院
の
医
師
対
策
は

医
師
招
へ
い
を
最
優
先

Ａ Ｑ

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の

か
。

町
長　

我
々
開
設
者
協
議

会
は
24
時
間
救
急
を
守
る

こ
と
が
最
大
の
仕
事
で
あ

る
。

　

そ
の
た
め
に
は
医
師
招

へ
い
が
最
優
先
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
体
系
を

堅
持
し
な
が
ら
経
営
努
力

久
保
田
悦
子
議
員

し
、
職
員
雇
用
の
場
の
確

保
に
も
最
大
限
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
指

定
管
理
が
有
効
で
あ
れ

ば
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ

り
得
る
と
は
思
う
が
、
現

在
、
病
院
内
の
先
生
達
や

職
員
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
に
も
、
ま
た
、
球
磨
郡

医師不足が深刻化される公立多良木病院

入札調書

後
公
表
で
い
き
た
い
と
思

う
。

の
医
師
会
か
ら
も
指
定
管

理
に
は
慎
重
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
届
い
て
い
る

の
も
事
実
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
は

あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
検

討
し
、
24
時
間
救
急
を
守

る
た
め
に
医
師
招
へ
い
を

最
優
先
に
取
り
組
む
こ
と

に
尽
き
る
と
思
う
。
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議
会
改
革 何故　議会改革をやるのか !!

総務常任委員会　政務活動報告
　議会は平成 23 年の 12 月議会で「議会活性化特別委員会」を設置し、これまでに 13 回の協議を重
ねてきました。目的は地方分権の進展により議会の役割・責任が増し、議会の活性化が益々求められる
ようになり、また「議員の仕事振りが見えない」といったご批判に対しても、何をなすべきかの検討を
しています。
　そこで委員会は「議員の政治倫理条例」・「議会基本条例」( 通年議会 ) の制定に向けての研究活動を
行なうため、神奈川県の寒川町と開成町の視察研修を行ないました。
　研修は議会運営の基本的事項を定め、町民参加を基本とする開かれた議会を実現し、豊かな町づくり
に貢献することが目的で「議員がまず政治上の倫理を確立する」とともに「議会が何をなすべきか」の
基本的なことを「議会基本条例」で謳い上げることとし、さらに議会の活動を活性化させて「町民の皆
様により良い町づくり」をしようという考えです。
　そして、今回その成果として１２月議会より、一般質問を「一問一答」で町民の皆様に質問内容が、
よりわかりやすくすべく取り入れる事にしました。
　今後はさらに具体的には議会・議員の仕事を明確
にし、また自らを律し町民にわかりやすい町政を目
指すべく研究活動・改革を推し進めていきます。
　「もっと政治を町民に身近なものとして感じてい
ただき、将来この多良木町を担っていく子どもたち
のために、我々議会人がなすべきか」を考えていき
たいと思っています。 　　　　　　（文責：林田）

開成町議会での研修

９
月　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会　
　

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

10
日　

本
会
議　
　

11
日　

各
委
員
会
・
全
員
協
議
会

　
　
　

12
日
〜
13
日　

各
委
員
会　
　

17
日
〜
20
日　

本
会
議

　
　
　

24
日
〜
26
日　

経
済
建
設
委
員
会
・
厚
生
文
教
委
員
会
政

　
　
　

務
活
動

　
　
　

30
日
〜
10
月
２
日　

総
務
委
員
会
政
務
活
動

10
月　

３
日　

広
報
委
員
会　
　

８
日　

広
報
委
員
会

　
　
　

11
日　

防
災
協
力
会
等
と
の
意
見
意
見
交
換
会

　
　
　

15
日　

広
報
委
員
会

　
　
　

17
日　

厚
生
文
教
委
員
研
修　
　

18
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

22
日　

広
報
委
員
会　
　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

29
日　

広
報
委
員
会　
　

31
日　

議
員
研
修
会

11
月　

１
日　

臨
時
議
会　
　

　
　
　

５
日　

上
球
磨
町
村
議
員
研
修
会

　
　
　

８
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　

12
日　

厚
生
文
教
委
員
研
修

　
　
　

21
日　

議
会
広
報
研
修
会

　
　
　

25
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
部
会
（
政
治
倫
理
）

　
　
　

28
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
部
会
（
通
年
議
会
）

12
月　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

５
日　

本
会
議
・
全
員
協
議
会　
　

９
日　

各
委
員
会

　
　
　

10
日　

全
員
協
議
会
・
各
委
員
会

　
　
　

11
日
〜
13
日　

本
会
議

　
　
　

20
日　

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

これまでの議会の動き



Ｑ：平成２６年４月からの指定管理は？
Ａ：引き続き３カ年間指定管理者を決定契約し運営していきます。

Ｑ：休館すると聞くが本当か？
Ａ：毎月の休館日は設定する。修繕等による休館はできるだけしないよ
　　うにする。

Ｑ：修繕料が多額と聞くがどうす
　　るのか？
Ａ：維持管理を重視し、目視で漏
　　水調査発見個所については、
　　休館日を利用し、速乾性剤等
　　による簡易補修をしていく。
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編　

集　

後　

記

　

新
年
に
心
に
期
し
た
抱
負
。
こ
れ
が
実
現
に
至

る
に
は
、
明
確
な
目
標
の
下
で
決
意
を
固
め
、
目

標
達
成
へ
の
具
体
的
な
実
践
項
目
を
定
め
る
、
と

い
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
年
は
、
午
年
で
す
。
数
多
い
動
物
の
中
で
も
、

馬
ほ
ど
人
間
の
心
を
理
解
す
る
動
物
は
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
荒
野
を
馬
で
旅
し
て
い
た
人
が
、

過
労
で
ヘ
タ
リ
込
み
そ
う
に
な
る
馬
に
向
か
っ
て
、

も
う
す
こ
し
だ
頑
張
れ
と
励
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
馬
は
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
目
的
地
ま
で

歩
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
馬
と
乗
り
手
の
息
が
ピ
ッ
タ
リ
合
え

ば
言
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
昔
か
ら
「
馬
に

は
乗
っ
て
み
よ
。
人
に
は
添
う
て
み
よ
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
人
に
も
実
際
に
当
た
っ
て
み
な
け
れ

ば
そ
の
人
の
本
質
は
わ
か
ら
な
い
。
当
た
っ
た
結

果
、
意
気
投
合
す
れ
ば
、「
ウ
マ
が
合
う
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
も
委
員
長
の

下
に
委
員
全
員
協
力
し
一
体
と
な
っ
て
う
ま
く
い

く
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
今
年
も
議
会
だ
よ
り
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
（
村
山
）

広
報
特
別
委
員
会
構
成

◎
瀬
崎　

哲
弘　

 

魚
住　

憲
一

○
坂
口　

幸
法　

 

村
山　
　

昇

　

吉
瀬
浩
一
郎　

 

林
田　

俊
策 

発
行
／
多
良
木
町
議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
６
６
ー
４
２
ー
６
１
１
１

〒
８
６
８
ー
０
５
９
５　

熊
本
県
球
磨
郡
多
良
木
町
多
良
木
１
６
４
８
番
地　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６
６
ー
４
２
ー
２
２
９
３

編
集
／
議
会
広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会　

平
成
26
年
２
月
６
日
発
行

整列・休め！　むつみ保育園

どうなる？えびすの湯


